
CONFIDENTIAL

NFTと刑法・景表法



CONFIDENTIAL

弁護士　　宮本 武明 / Takeaki Miyamoto

愛知県名古屋市生まれ  
アメリカ合衆国ニューヨーク州育ち

2012年　慶應義塾大学法学部法律学科 卒業

2015年　慶應義塾大学法科大学院法務研究科 卒業

               新司法試験合格

2016年　弁護士登録（第二東京弁護士会）

               アンダーソン・毛利・友常法律事務所 入所  
2019年　株式会社THE LEGAL設立

2020年　SAKURA法律事務所 開業



CONFIDENTIAL



CONFIDENTIAL

コンセプトアート

NFTデザイン

制作中３Ｄアバター

キャラクター
設定資料



CONFIDENTIAL

NFTのランダム販売と刑法

賭博罪（刑法185条）
賭博をした者は、五十万円以下の罰金又は科料に処する。ただし、一時の娯楽に供する物を賭け
たにとどまるときは、この限りではない。
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NFTのランダム販売と刑法②

常習賭博及び賭博場開帳等図利（刑法 186条）
　常習として賭博をした者は、三年以下の懲役に処する。

　賭博場を開張し、又は博徒を結合して利益を図った者は、三月以上五年以下の懲役

に処する。
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NFTのランダム販売と刑法③

賭博の要件

①偶然の勝敗により
②財物や財産上の利益の
③得喪を争うこと
④賭けの対象は、一時の娯楽に供するものではないこと
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原則として、「③得喪を争うこと」の要件を満たさず、賭博罪に該当することはない。

例えば０．１ETHでガチャを回してA～ZのどれかのNFTが入手できるとする。
一次流通の時点では、A～Zの価値はいずれも０．１ETHと考えられる。
よって、購入者の得喪は生じていない。

将来の二次流通価格が異なることになったとしても、将来の二次流通価格など誰にも分から
ないはずで、得喪は確定しない。

NFTのランダム販売と刑法④
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NFTのランダム販売と刑法⑤

例外的に、以下の場合は賭博罪の成立の可能性がある。
※摘発事例はなし。

１．NFTの販売者が、二次流通市場において、買取価格や転売価格自ら設定して、自ら
買取や転売を行う場合

２．NFTの販売者が、一次流通市場において、ランダム販売とは別途の個別販売価格
を設定して販売する場合
※これを行う場合、個別販売価格を全て同じ価格にするか、個別販売価格の最安値が
ランダム販売価格を上回るようにする必要がある。
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NFTの販売と景品表示法

景品表示法とは

１．消費者を誤解させるような不当な広告

２．消費者の判断を誤らせるような過大な景品の提供

を禁止する法律
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NFTの販売と景品表示法②

１．消費者を誤解させるような不当な広告

(1) 優良誤認表示（事実に反して著しく優良であるかのような表示をする）

(2) 有利誤認表示（事実に反して著しく有利であるかのような表示をする）
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NFTの販売と景品表示法③

(1) 優良誤認表示（事実に反して著しく優良であるかのような表示をする）

発行予定数や出現確率を開示して NFTを販売する場合、特定の  NFT につき、実際の
発行予定数よりも多い発行予定数や、実際の出現確率よりも高い出現確率を表示する
ことは、優良誤認表示となり得る。
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NFTの販売と景品表示法④

(2)　有利誤認表示（事実に反して著しく有利であるかのような表示をする）

特定の NFT につき、事実上出現することが期待できないような極めて低い出現確率に
設定したうえで、当該  NFT が容易に出現する旨を伝えて販売することや、出現の可能
性がないにもかかわらず出現する旨を伝えて販売することは、有利誤認表示となり得
る。
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２．消費者の判断を誤らせるような過大な景品の提供

景品（おまけ）の提供は、消費者が景品に注目することにより、消費者の判断を誤らせ
る恐れがあるとの考えのもと、規制されている。

(1) 一般懸賞（購入者の一部に景品提供）
(2) 総付懸賞（購入者の全員に景品提供）

NFTの販売と景品表示法⑤



CONFIDENTIAL

取引価格 景品の最高額 景品の総額の上限

取引価格が5,000
円未満

取引価格の20倍ま
で

取引による売上予定総額の 2％まで

取引価格が5,000
円以上

10万円まで 取引による売上予定総額の 2％まで

NFTの販売と景品表示法⑥

(1)　一般懸賞（購入者の一部に景品提供）
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(2)　総付懸賞（購入者の全員に景品提供）

NFTの販売と景品表示法⑦

取引価格 景品の最高額

取引価格が1,000円未満 200円まで

取引価格が1,000円以上 取引価格の10分の２まで
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消費者の判断を誤らせるような過大な景品の提供

おまけのNFTの配布は、景品表示法の規制を受ける。もっとも、二次流通でおまけの価
格が高騰したとしても、高騰は考慮しない。

おまけのNFTが非売品の場合の価格の算定については、現状、非売品の価格算定に
ついての一般的基準によるほかないものと考えられる。

「非売品であり、類似品も市販されていない場合は、景品類を提供する者がそれを入手
した価格、当該景品類の製造コスト、当該景品類を販売することとした場合に想定され
る利益率などから、景品類の提供を受ける者が、それを通常購入することとしたときの
価格を算定し、その価格を景品類の価額とみます。」（消費者庁）

NFTの販売と景品表示法⑧
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今後とも、法令遵守を徹底し、Web3.0分野のルールメイキングを積極的に行って参りま
す。 
Web3.0の法務に関するご質問やご相談がございましたら、宜しくお願い申し上げます。
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